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　ブィリーナの中ではさまざまなテーマが扱わ
れているが、最も多く歌われているのは、イリ
ヤ・ムーロメツをはじめとする勇士たちが外敵
からキエフを守る、といった武勲であろう。こ
のため、勇士を称える描写が多く使われ、　cnaBa，
G』aBHb哨といった語もしばしば登場している。
　。』aBaは、単独で使われるだけでなく、動詞
nerbと共に用いられることもあるが、この表現
は、「ロシア民衆語辞典」3のcnaBaの項〔に、　nerb
（BblneBaTb）enaBy，（cnaBbl）という形で取り上げら
れ、次のように解釈されている。r【erb，　BblTleBaTb’
C」1aBy，　（CJIaBbl）KOMy－qeMy－n．ΦO皿bK．　a）Ilerb
XBane6Hh：e　　neCHn，　　　BocneBaTb，　npocnaBJエ5rrb
貢oro¶．6）OHa㎝y㎜eHHH　CMep㎜，文字通りの「栄
誉を歌う」と並んで「死の訪れ」という意味が
与えられているのである。　「cnaBa」と「nerb」
という語の組み合わせを、　「死の訪れ」という
意味で使うのは奇異なことのように思われるが、
このような意味になる理由については、　「ロシ
ア民衆語辞典」からも知ることはできない。
耳aabのTo』KOBb磁cnOBaPb）K；IBero
BenHKopyccKoro　ff3hlKa・やx　Cpe3HeEcK磁の
MaTepHa』b1醐c∬oBap珊pe8HepycoKoro沼HKaの
CJraBaの項にも、　cnaBy　nOtOTを「死の訪れ」と
する記述はない。この表現そのものは、　「イー
ゴリ軍記」にも登場するのをはじめ、広く使わ
れているものだが、上記の「民衆語辞典jに、
「nerb　cnaBy・＝死の訪れ」の用例として引かれて
いるのが、すべてブィリーナのテクストである
ところから、この意味で使われるのは主として
ブィリーナであり、特異な用法であることがう
かがわれる。ただし、ブィリーナの中でも、必
ず「死の訪れ」という意味で使われているわけ
ではなく、語義どおり「栄誉を歌う」と解すべ
き用例も見出される。
　そこで、「ブィリーナにおけるcnaBy　nOIOTの
用法」4において、いくつかのブィリーナのテク
ストをとりあげ、cnaBa／cnaBymKaという語を拾
い、文脈に基づいて分析することを試みた結果、
オネガ湖周辺で収集された作品においては、
「C”alBy　”oroTlという表現が多く使われており、
その意味は、「栄誉を歌う」であったり、「死
が訪れる」であったり、いずれでもなかったり
すること、それ以外の地城で収集された作品の
中では、　「。ilaBy　no｝OT」という表現は非常に少
なく、意味は「栄誉を歌う」にほぼ限られるこ
とがわがった。また、この表現を多用する語り
手と、あまり使わない者と、全く使わない者と
があるが、多用する語り手の用例は、幾通りも
の解釈が可能で特定しづらかったり、歌によっ
て意味が違っていたりするなど、使い方にゆれ
が見られる場合溺あることがわかった。
　本論においては、上記の結果をふまえて、オ
ネガ地方における「cnaBy　nOEOT」の用法をさら
に明確にすることを目的としている。上記論文
において分析したテクストと、本論で扱うテク
ストは以下の通りである。
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　オ、ガ地熾の収仏
　1ギリフェルヂング「オネガ地方のブィリー
ナ　1－3巻」5収集：1871年　分析済み
　2　ソコロフ「オネガ地方のブイリ　一一ナ」6収
集：1926－1928年　本論で扱う
　3　「プー一ドガ地方のブイリーナj7収集：
1938－1939年　分析済み
　他地雄の収偲
　4　fキルシャ・ダニーロフ集」s収集：1760
年頃　分析済み
　5　「ペチョーラのブィリーナ　第1巻」9収
集120世紀初頭～20世紀後半　分析済み
　6　「ペチョーラのブィリーナ　第2巻Jio
収集120世紀初頭～20世紀後半　本論で扱う
　分析を行うにあたっては、テクストが電子化
されているかどうかが大きな意味を持っ。
Φ9E（Φy聯M¢Hrra．nbHa見sne｝crp。HHaSi　6n6rmoTeKa
pyccKan皿HTepaTypa　M　Opo∬bKnop　http：〃feb－web，
㎡）では、プィリー一・一・・ナ集の電子化とその公開が現
在進行中であるが、上記テクストのうち、2005
年12月の段階で、作業が完了して公開されてい
るものは、4，5，6のみである。ギリフェルヂン
ダの「オネガ地方のブィリーナ」　（以下、「ギ
リフェルヂング集」と記す）と、ソ＝ロブ収集、
チチェロフ編集「オネガ地方のブdY一ナ」（以
下、ソコロフ集と記す）は、電子化が予定され
ているものの実現されておらず、3は誹画に入
っていない。上述の論文では、1と3の分析に
は、筆者が電手化を試行したテクストを用いた。
本論における分析のために、2の電子化を試み
たが成功しなかったため、ここでは電子化テク
Xトに依らずに分析を行った。なお、オネガ地
方における収集としては、ルィブニコフの「歌
謡集jl採録：1850年頃〉も重要であるが、特
残文字の使用がみられるなど電子化が困難であ
り、萌葺における電子化テクストの公囎を待つ
ことを余儀なくされでいる。
2ソコロ7収集、チチエロ7纏集fオネガ地
　　方のブィリーナ」における用法
　ソコロフ集は、「1926年から19躯年にかけ
て、ルィブニコフとギリフェルヂングの跡をた
どってjlt行われた収集の成果である。採録の
時期は、ギリフェルヂング集の約50年後、「プ
ードガ地方のプィリーナ」のおよそIO年前であ
る。ソコロフ集は、前述のように、電子テクス
トを利用することができず、該当箇所を書き出
して比較分析を行なうことになったので、分析
の誤差力｛他の集に比べて大きくなっている可能
性があることをお断りしておく。なお、弓1用し
た詩行には、刊本の中で行数番号が付誉れてい
るものには、詩行の前に行番号を添えている。
刊本における行番号は、正確でない場合も少な
くないが、テクストが電子化されていないため、
ここではその検証は行わず、刊本の表記に従っ
た。また、散文が混ざうていたり、韻文部分が
なかったりする作品では、行番号が付されてい
ないので、該当ページ中での行数を、引用のあ
とに、歌番号・歌のタイトル・刊本中のページ
数と共に、［1．17－18】のように示した。
　ソコロフ集には、断片を含めて290篇、総行
数約38，570行のブィリーナが収められている。
語り手の総数は95　Xであるe
　CAaBa／cnaByUiKaは、すべての変化形を合わせ
ると91回用いられており、そのうちの54例は
その中で動詞n（rrbを伴わずに用いられているe
いくつか解釈が難しいものもあるが、その大部
分において、c”aBaという語は「栄誉・名声・
評判jと解することができる。　「　cnaSbl
HeXOPOLIseetii　12という例も一つだけあるが、そ
れ以外はすべて肯定的な評判である。
　「caaBy　nOteTjという語結合が用いられてい
る37例のうち、いくつかは「栄誉、名声が歌わ
れる」という意で用いられている。
　Hnoexan恥b只MyPOMell　CBOHM叩eM．　Tyr
　Iz［nbe　M　cnaBbmoKyTl
一一 Q20　一
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　困α44，H鵬MypO』殖H，　F233　L1町
　　（イリヤ・ムーロメツがイードリシチェを倒
　し、去って行く、という場面）
　また、以下のような箇所では、「栄誉、名声」
の要素は見受けられず、　「死んだ」という意で
用いられている。
85」［a　eiile　：yT－To　Ba。H』hro皿wy。naBbl・n・KV・1．
［No．174，　BACHJIHH　By〔皿AEB］附，　p．657】
（石を飛び越えるのに失敗したヴァシーリ
ーが地面に落ちた揚面）
　しかし、ソコロフ集では、このように明快に
意味を特定できる用例はむしろ少ない。95名の
語り手の中で、「。naBy　nOleT」を用いているの
は14名だが、そのうちの4名が、意味の不明確
な「。naBy　nOIOT」を用いている。以下、そのよ
うな「cnaBy　ttOEOT」が、それぞれのブィリーナ
の中でどのような意味を持っているかを考えて
みる。
i月icymoe　：A．の用法
　flKY皿OBはソコロフ集の中でもっとも多くの
ブィリーナを記録されている語り手であり、39
編にのぼる。その中で。naEy、norOTを使っている
歌は11編、回数としては14回になる。
　Ng」CBflTorOPでは、イリヤ・ムー一一一Fロメツと
スビャトゴルは兄弟の誓いをする。共に行くう
ちに石棺をみつけ、CBS・Toropは中に入って蓋を
するように言う。蓋が開かなくなり、イリヤが
棺を打つと、鉄の簸がはまる。簸を打つと、二
つ・三つと増えてゆく。その次の詩行でcnaBbl
nOIOTが使われているが、この場面には「誉れ」
の要素はない。また、CBSII・Oropはこのあともイ
リヤと会話を続けているので、「死んだJと解
釈することもできない。
11gY几apM』I　Tyr　Va皿b月几a　BH皿b　naJI｝皿leti；－
120CKouvan　TyT　O6py叫b耳a　3eJle3HbIH；
121y双ap即oH其a　pa3　Be酉b　06pynb　3e皿e3Hbr荷，一
122Plii〕yro孟一TO’Tyr　o6py1b　eT4a．n；
123y皿aPHJI　OH叩eru貢　pa3　05pyUb　3eneHbI蕗，－
124TperHfl　pa3　na　cran　o6pyUb　3e皿e3Hbleti，
125　A　HblH－To　Be皿b　Eropy皿a　o皿aBLmoloT
l26　1（a董｛CTanH　no　rpo6y　o6pyL旧，
困o、1，CB月［TorOP，　p．72エ
イリヤが根棒で打つと／鉄の簸が現れた／
鉄の箔を打つと／次の簸が現れた／みたび
鉄の箔を打つと／今やエゴールにはcnaBaが
歌われる／棺に箆がはまって
　CBSTToropはイリヤに自分の剣を使って擢を
切るように言い、剣を動かすカを与えるために
イリヤに息をかける。イリヤが剣で簸を打つと、
簸はいきり立っ。この次の詩行でもCS・aBb1・neEOT
が使われているが、上例と同様、「誉れ」の要
素はなく、　「死んだ」と解釈することもできな
い。
　142　KaKrTH）KHIyn　eH　na　MegeM－TO　Benb　－
　143　HaCKOロmiH　na　B凪o皿b　06py・｛M　3en【e3Hble，
　144加yro且pa3冊OKHy』一。6pyll”　3efle3Hb肥．
　145TyT　CBffroropy　cnaBhl　noHoT．
　lNo．1，　C朋TorOF㌧p．72］
　彼が剣で打つと／鉄の簸はおどりかかる／
　もう一度打つと一やはり鉄の籏が／かくし
　てスビャトゴルにはcnaBaが歌われる
CBHτoropはイリヤに自分の馬を棺に繋ぐよ
うに言い、馬を道連れにする。
161KaK　nPUBm3an　Iinbfi　Ha　nOBOJry　I皿e皿KOBb1e
162Ero［TO　BHAb　e皿e　na　no6pa　KOHfi　－
163TyT　CBffTorop，　TYT　H　KoHb　no6pblfi．
164Tyr　CBSTToropy　！c1nuu！b！．1！91S；！13
165堕BeK　H　nO　BeKy，
166AH璽1旦旦旦9My　ugwwerg1．
0卜b．1，CBflTorOP，　p．73］
イリヤは絹の手綱でつないだ／彼のよき馬
を／スビャトゴルのいるところに、よき馬も
いるように／かくしてスビャトゴルには
c胆Baが歌われる／永遠に歌われるが／彼の
cnaBaは過ぎ去らない
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　164行（およびその繰り返しである165行）
の。naBy　no｝OTは、歌の末尾の、主人公の死を緕
示する場面に蹴かれており、　「死んだ」と解釈
することも可能である。しかし、125行・145
行の例があるために、この解釈にも疑問が伴う。
もし、164・16S行を「死んだ」と解釈するなら
ば、ほぼ同一の譜句が同じ歌の中で異なった意
味で用いられているということになる。一方、
こ．の3つのcnaBy　nOleTが同じ意味で用いられ
ているとするなら、「栄誉」とも「死」とも無
関係だということになるe
　また、この歌の最終行である166行のeMyが
誰を指しているのかは、Ng4，　Ng6，絶7等の使い
方から類推して、vaJlhEと解釈するのが適切では
ないかと思われる。
　Ng4　M皿b月MYPOMEII　H　CblHでは、
ConOBHI｛KOBがキエフへ現れ、　－wa打ちの相手を
求め、キエフを脅かす。イリヤ・ムーロメツが
戦いに出向くが、はじめは劣勢となり、死を覚
悟する。その場面は次のような独白で、enana
という語が使われているが、動詞ngrbは伴って
いない。
181A1工皿bH－TO　cnaHbr　He　MHHyeTce，
｛No，4，　HJIL』MypOME口HCblH，　p，7S】
　180行と181行では、二つの。naBaが対比さ
れている。殺された者（ここではConOBHHK）に
はC」aBaが「歌われ」、殺した者（イリヤ）に
とってはcnaBaが「去らない」のである。この
ような表現を、HKytii。Bは頻繁に使っている。
cnaBy　norOTを使っている11編の歌の中で、6編
（No，1，　No．4，　No、6，　No．7，　No．13，　No．15）がこの形
式である。
318’　KaK　Tyr－TO　Be耳b　E江o皿rロy。llaBry・nOiOT，
319H価H－’I　O・cnaHyulKa　He　MHHyeT。fl、’
［NOI6，　MJIh月MI狐OJII佃耳，　p．91エ
1皇6耳aτyr－TO　3Meu　na　cnaBbl　no｝OT，
197AHJIbH－To　KaK　onaBH　He　MHHy巳TcM．
［No、7，　H皿』∬　　MypOME口　　H　　朋EHA
KOPO．rrEBMilHA，　p．951
Tyr刀CynaHH｝理HcnaBbT　nOK）T，　a　O』e皿H　C肥Ba
－・［No．13，　AJIEIIIA．　M　Ty］：APVaL　p．122，1．9－101
57一くくBMnHO　MHe　TenePb　Aa　KaK　CMePTL
　　np那uaHa，
58A　TenePb－TO’MHe　na　）Klt3Hh　KOHueeree，
59HcπaBa　TenePh　MHe　KOPOTa師ce｝｝一
エNo、ヰ，　IdJlh51　MYPOMEII　H　Cb田，　p．76】
　戦い方を変えるとイリヤが優勢となり、
ConOBH；IKotiに身元を尋ねる。　Co』OEHHKOEが名
乗ると、イリヤは戦いをやめる。しかし、酒を
酌み交わしたあとで眠ったイリヤを、
ConOBHHKOBは殺そうとし、目覚めたイリヤに殺
されるe
　l76　A　6eper　He）KMMO，　Aa　KHHH｛a．nli取o，
　177　A　ConOBHHKa　na　Be皿b　nnaerae．
■　　　　畢　　　　■
180　A1　yT－TO　Benb　ConOBHXIcy　cnaBbl　norOT，
94　Tyr－TO　BHμb　Tarapa・M　C皿aHbI　noH〕T，
95　H皿bH－TO　BHqb　C．na耳y田Ka　He　MllHyercn
困o．15 瓦OJIMAH　nO工㎜OB］匪q，　p」26エ
　Ng16　HErlPA－1（OPOJIEBHqHAでは、酒宴で
王女Henpaは自分の弓の腕前を自慢し、　CTaBep
と腕前を競うことになる。Henpaに勝てなかっ
たCTaBepはHenpaを射ようとする。Henpaは奇
跡的な赤ん坊を約束して命乞いをするが、
CTaBepは射る。　Henpaの死後、約束どおりの赤
ん坊を目にして、CTaBepは自刎する。この歌は
次のような詩行で締めくくられる。
70　Aロa』aBεμb　He叩a　BeJlb　Ha　CblPY　3¢湖玲，
噛　　　■　　　■
80　KaK　eT　KpoBH　mx　npor’eK』a　Heロpa－peKa，
一222－一
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呂l　I｛enpa－peKa　OHa　ogeHb　urirPOKa”．
82　　正（aK　Tyr　H巳ilpH　e皿e　c皿aBbl　nOKア［
［No．16，　HE】口PAL尉KOPOJIEB㎜」p，12呂］
　82行は、Henpaの死の場面から少し離れて置
かれていること、また、81行でHenpa・peKaの
描写があることから、文字通りの意味にも、「死
んだ」という意味で使われているとも考えるこ
とができる。両方の意味がこめられていると考
えるのがもっとも適切であろう。また、ここで
はcnaBaは、「名誉・栄誉」というよりも、「評
判・噂」と考えるほうが妥当かもしれない。
　類似の例はNab9　BAC］OIMII　va　COΦbflにも見
られる。ここでは、恋人同士のBAC㎜と
COΦbfiは毒を盛られて死ぬ。二人は共に葬ら
れ、その場所に木力言生えるe
18A　K　YTPYItlIΨ一c臼凱y皿Ky叩HJIeraBIVIHCe，
19A　npvaCTaBHn”ce　na叩MJIaJIHJInCe・
●　　　●　　　■
30A　CTaPbi（：τapy皿KM　npo皿皿aHlyTC壱，
31AMO皿onb！e　Mononuuu　”POCMelOTce　BHnb，
32A　BIInb　KpacHbIe以eBy皿KH　npory朋Tτy兀
33ATyr－TO　BHnb　eM　na　BHnb　c皿aBb1・nOH）T，
34　1｛B｝皿bTOJILKO　OHb！瓜a　BH』1』⊃畑【H　TyT．
Dlo，29，　BAC㎜HCOΦ団，　p．18工】
　この例も、死の場面と33行のc皿aBbl・nOH）Tと
の問に隔たりがあること、30－32行で二人のこ
とを人々が取りざたしているところから、
「cnaBaが歌われる」と「死んだ」の両方の意
味がこめられていると考えられる。ここでは、
cnaBaは明らかに「評判・噂」であろう。
ma7　IIAPb　COJIOMAH　U　B　ACIamlva
OKyJIOB困では、　TpaneToB四帝が酒宴で后が
いないことを嘆くと、HIBalliKO　TopqKamKoが帝
のためにCo皿OMaH帝の后を略嚢する。　ConOMaH
帝はTpaneTOBH9帝のもとへ攻め寄せるが、后の
裏切りで捕らえられる。C。nOMaH帝は、自分を
斬り殺すのでなく、絞首台を建てるように求め
るe后はCo皿OMaH帝の策略だと警告するが、
TparieTOBm　“？は聞き入れない。
214　A　nPHKa3aJI　nocrpourb　rpmsenち，
215TPH（　TYneHbKH皿a皿apa無HbTe，
216　A　none”aTb　rPM　Ma　BeAb　neTenbKH，
2正7　A　Be瓦b　nerenbKva　ma田em⑩BLle，
218　A　nOBvaCUTb　ero　na　Be　neTenKn，　一一
219A、Tyr－To　eMy　J夏a　c』a1理nOKy正
困。．27，UAPs　CO五〇MAH　K　BACH㎜
OKY　ilOB四，　p．177】
　ここでは人称代名詞の解釈が問題となる。
218・219行のOHがどちらもC。nOMaH帝を指し
ているならば、219行の。fiasy　nOK）TはConOMaH
帝の死を意味している。218行演ComM田帝を、
219行がTpaner。BIT・1帝を指しているならば、
CenOMaヨ帝を殺すことでTpanerx〕BE・1帝の名誉
が歌われるのだと考えることも不可能ではない。
さらに、結末においてこの絞首台で死ぬことに
なるのはTpangrOBHq帝であり、TpaneTeB四帝
の死を先回りして暗示している可能性もある。
JE［KymoBのブィリーナのうち残った2例は、’
いずれも「死んだ」という意味で用いられてい
るものである。
503Haexa皿EpycJlaH－oT　na　yqapH皿Eeμb
504　A　eBoeti　BHμb　ca6ileza　na　BOCTPblnx，’
505YnaPH」I　l…My　Aa　B　I℃｝Jlo耳y，
506Hep巳ceK　el℃工瓦a　KOH且ero．
507KaK　O6e　nonOBvaHbz　na　n乱皿H一τo，
50呂OTKaTH皿acb　noJloロHHKa無a　Ha　cTopoHYIIEiCy，
509趣〕yra－To　nOKaTH皿ac』Ha　npyry　Benb．
510丁寸一TO　BH訊b　60raTbIPK｝CJ！aBH　nOK〕T・
［No．ヨ1，EPYCX［AH　．ILA3APEB四，　p．192】　　　　・
57n。ll。皿e五KHeMy　n。6皿IOKe・一・ynaPIVI　Bnnb，
58　Y侮aPMJI　Ky皿aKOM　B　byfiHY　rOJIo耳y，－
59　To」lhKS〕OH　HoraM　3a口Pbl　1’aJl　BHJIb・
60Tyr－Te・aTalfiaHy・H・C皿aBbl・”OK）T・
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【］No，32，　P，へXTA　I⊇ArE【03EPCKH前，　P、195】
ii　MgKHUIeH　M．　C．の用法
　MAKH［ueBからは5編が記録されており、その
すべてにおいてc皿a町nαOTが使われている。
　辿44Hπb月MypOME双は、最初と最後だけが
韻文で、あとは散文になっている。c∬胆y　nOIOT
は2回使われており、一つ目は散文部分の最後
に慨かれている。文宇通りの、　「誉れを歌う」
という意味で解釈できるものである。
　HnoexaJl　MnbH　MyPOMeu　CBOHM　IIYTeM．　TyT
　M』be　H　cnaBbl　nOK）TI
　口博o．44，IdJlhJE（M『yPOMEq，　p．233，　L　17－18］
　一方、この後に韻文の形をした結びが20行ほ
ど続き、その末尾でもcnaBy　nOIOTが使われてい
る。
　TaM　TapeJ1Ka　c　TeCTOM，
　q且皿KaCM｛…江OM，
　nO　Tb】X　MeCT　C」laBbr　nOK）T，
　［No．44，14JI団MyPOMEU，　p，233，　1、37－3　S］
　結びの部分には、イリヤについての言及はま
ったくなく、21行目は「誉れ」とも「死」とも
関係がないことになる。ここでは、ギリフェル
ヂングNg124やNg　128に見られたように13、　cnaBa
をcraPHHaと同じ意味で用いているように思わ
れる。
　Ng45，辿46，　Np47の用法はほぼ共通している。
Ng45では、自分の妻を蓉おうとしたアリョーシ
ャにドブルイニャが厳しい言葉をかけた後、次
の詩行で歌が締めくくられている。
　400Ano　Tblx　MeCT　zao6Pbime皿KM皿a　cnaBbl
　nOHOT，
　401A　Bo　BeKH　ervfy　cnaBa　He　MHHyeTce．
　INo．45，双OBPbIHH　H　A∬EmA，　p．241】
Ng46では、　KeTeHKo（XoTeH）の従者がKeTeHKo
の母の名誉を挽回して一件落着となった後で、
歌の最後に次の詩行が来ている。
173Tyr－To　I（OT琶HKy　c∬aBbI　nOKOT，
174Tyr－To　Kα畑iCY日oヨ已KHεMy　c皿aBa　He
MHHy｛｝「帆
［No．増6，　XOTEH　BJry皿OBHq，　p244］
　Ne47では、妻子を捨てて他国へ行っていた若
者が帰郷し、要と再会した後に、次のように歌
われている。
123AnO　TLP【nop　ynanOMy　CJ】aBbl　nOKOT，
124MBo　BeKH　eMy　oJIaEa　H巳MHHyeTce、
［No47，　xy刀」A51：｝KEHP㌧P．247］
　この3例は、いずれも、敵手に対してではな
く、歌の主人公に対して使われている。死とは
無関係で、「cnaBaが歌われる」と解される。、cnaBa
そのものについては、Ng47では主人公が勇士で
はないこともあり、　「誉れ」と解することに無
理があるので、　「評判、噂」ととるべきかもし
れないが、Ng45，46では「誉れ1と考えてよい
であろう。
　この3例は「cnaBaが永遠に去らない」とい
う詩行と一緒に使われているところも共通して
いる。この組み合わせは、一見SKY皿OBの例14に
似ているが、意味するところは正反対である。
Aky田eBの用例では。』aBa淋歌われた人物は
cnaBaを失っているのに対し、　MlaicpimeBの場合
は、cnaBaが歌われることによって永遠のcnaBa
を得ていることになる。
　M照H皿eBの残る一つの用例であるNg48は、
形の上では施45～地47と共通しているが、cnaBa
を歌われている人物が、主人公に撃退された外
敵である点が特異である。’
259AKaK　KOOTPK⊃KπOH瑚｛e　ero，
260　A　B3Hn　Mnxati∬o　nOBHme　ce6月，
261AIIOBH皿e　llePKBbl　co60PHoen，
262A．nOEH皿e　Kpeαra　JI¢BaHH凪OBa．
263A　criycrH』Ko　CTpK｝恥Ka　O　Chlpy　3eM」Ilo．
・　　　■　　　‘
270A　ne　Tblx　MecT　Ko　crrpH）Ky　cnaEbl　noloT，
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271Ang　TbD｛MecT　Momμo醐y　c皿aBH　noK∬，
272Ano　Tblx　Mecτc∬aBa　He　M｝置Hye「ce．
困o、48，K：OCTP王OK　259－263，270－27ユ，　p．252】
　この最後の3行は以下のように複数の解釈が
可能である。①270行のKO　CTrpioKと271行の
Monenortは同一人物、272行のcnaBaは悪評も含
めた広い意味での「評判」と考えて、「コスト
リコ．一クは死んだ／若者は死んだ／その評判は
ずっと残る」この揚合、このブィリーナにおけ
る「cnaBy　norOT」の使い方は、同じ語り手の他
のブィリーナにおける用法と大きく違うことに
なる。　②KomPK）KとMonononは同一人物だが、
KocrpH）KはMHxa伽o（コストリュークを倒す若
者）の誤りと考えて、　「コストリューク（実は
ミハイロ）の誉れは歌われ／若者の誉れは歌わ
れ／その誉れはずっと残る」ブィリーナにおい
ては、登場人物の名前が取り違えられることは
珍しくない。③K。CTPIOKとMononon　iま別人で、
271行のMononoMはMrrxaiin。を指していると考
えて、　「コストリュークは死んだ／若者の誉れ
は歌われ／その誉れはずっと残る」　この場合、
270行目の「cnaBy　norOT」と、271行目の「cnaBy
n。EOT」が、大きく違った意味で使われているこ
とになる。断定することはできないが、もっと
も自然なのは②ではないかと思われる。
iii　3axaPOB　A．　c．の用法
　3axaPOBからの記録は3編で、そのうちの1
編にcnailbT　no｝OTが使われている。　Ng61　HJ正∬
MyPOMEH　H　COJ【OBEMI　PA3EOMMZ［Kでは、
イリヤ・ムーロメツによるチェルニーゴフの解
放と、盗賊ソロヴェイの捕縛と処刑が語られて
いる。
　456XBaTn皿o’H　ConOBbro皿Ka・3a・）Ke』「Tbl　Ky皿PH，
　457刀【a6POCMn　O　MaTymry　O　Cblpy　3eMalo・
　458PaCTorrran　CBOHMロ¢60rOM．
　459　A　：yT　ConaEbio　cnaBbi　noKoT，
　460　A　MJIKoxe　TyT　一　BeK　nO　Be耳CY．
　tNo．61，　MJIIコH　MyPOME耳　M　COJIOBEIi
PA3BO㎜，　P．297－29S］
　459行は一見「ここにソロヴェイは死んだ」
と解釈できそうである。しかし、何かが脱落し
ていて意味が分かりづらくなっている460行を
どう解釈するかによって異なってくるe460．行
が、本来はXg4　181行などと同じ表現で、（（cnaBa
He　MHHyeTcm）があるはずだったのだとすれば、
fソロヴェイのcnaBaは去り、イリューハ〔イ
リヤ）には永遠に」。naBaが残る、ということ
になる。
iv　KOHaurKOB　¢．　A．の用法
　KOHamKOBからの記録は19編で、ソコロフ集
の中では、歌の数からも行数の合計からも、二
番目に多い歌い手である。そのうちの3編で
CfiaBy　nOK）　rが用いられている。
　Ng75　CBfiTorOPでの使用例はブィリーナの
末尾にあり、スビャトゴルの「死」を意味して
いると考えられる。
HTyT　1｛CE皿）ropy　H⊆塑ΩエHa　CBHTbJX
「opax・
［No．75，　CB月TOrOP，　P．345，1・5］
　Ng76　　CyJITAH　　　TyPEIJiKIPIPI（BOJ1LrA
CBfiTOCnABOBH［1）は、トルコのスルタンがキ
エフの略奪を企てるhS、　Bonbra　EynHMHPOBif9に
阻まれるぐという短い物語である。Bonbraはス
ルタンを煉瓦の床に投げつけるが、それによっ
てスルタンがどうなっ・たのかは語られていない、
52A　M　6pocan　Bonbra　na　o　KHpnHgOB　ilo』，－
53A　va　TyT　B　o皿bre　H　C皿aBbl　nOK｝T・
［Ne．76，　　　CyJITAH　　　　TyPEH㎜（BOnbrA
CB．SITOCJ工ABOB四），　p．346エ
　この後、Bonbraが外へ出てゆく場面で終わっ
ている。Bonbraはこのブィリーナの中で死んで
いないので、　「誉れが歌われる」と解釈するの
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が妥郵であろう。一・－F＋方、スルタンへの仕置きの
揚而の直後に使われているところから、スルタ
ンの死を表すために使おうとして、誤って対象
をBonbraにしてしまった、という可能性もある。
　撒84COXMAHは、酒宴でヴラヂーミル公に
幣の獲物を約束したソフマンが、タタールの軍
勢と出会って戦い、撃退するが、自分も傷を負
う。傷に芥子の葉を詰めて戻るが、キエフの勇
士たちに顛末を話しても信じてもらえず、約束
を果たさなかったことをとがめられる。ソフマ
ンは、勇士たちとヴラヂーミル公を激しく非難
し、次のように歌が終わる。
98A　OTrhlKan　CBou　paHbl　60raTblPbCKnfi，－
99ATyT　nH　CeXMaHy　CJaay　nOH　rT・
［No．84，　COXMAH，　P・392】
　傷口を自ら開いたのであるから、99行は「死
んだ」と解釈するのが自然であろう。ただし、
ソフマンの行為は単なる自殺ではなく、不信に
よって損なわれたcnaBaを、自らの傷を証拠と
して示すことで回復しているので、　「誉れが歌
われる」と解釈することも可能である。ここで
は両方の意味が込められていると考えるべきで
あろう。
3．ソコロフ集における用法の特嵐
　表1では、ソコロフ集のどの作品において
く｛cnaBy　”OIOT｝》が使われているかを、以下の指標
と共に示している。1）特定の人物に向けられて
いるかどうか　2）栄誉の要素があるか　3）死の
要素が近くにあるか　4）歌の末尾に置かれてい
るかe明確なところは○、疑問の余地があると
ころは△、矛盾した複数の解釈が可能で、特定
できないところは？で示している。歌の番号、
歌い手番号、地城番号は刊本に従っている。
地域
ﾔ号
歌い手
ﾔ号 歌番号
歌のタイトル
歌中の
s数
特定の
l物
栄嘗の
v素
死の
v素
歌の?
1 1 1 1 C廊㎜mP 125 0
2 1 1 1 CE㎜rOP 145 o
3 1 1 1 CBπ跡orop 164－165O ? ○
4 1 1 4 Hπ研MyPOhIo耶。』IH 180 ○ 0 0
5 1 1 6 H皿h細恥o那皿乳¢ 318 O ○
6 1 1 7
n∬L且Myp。M¢凹HE刀。Ha
j。poπ¢E四Ha
196
?
○
7 1 1 13 A爬皿aHTyraPHH ○ o ○
8 1 1 15 皿o皿MaH江。πMaTOE【四 94 ○ o o
9 i 1 16 H¢叩a－KOP。∬eB田Ha 82 0 ○ △ o
10 1 1 27 UaPL　C。打。M出HBa¢Hm崩
薯ｬπoお辮
219 015 ? ?
11 1 1 29 Ba。m曲HCoΦ田 33 O o △ O
12 1 1 31 Epy自皿膿舳叩。B四 510 ○ ○
13 1 1 32 P｛WTa　Pamo2ε那舳 60 0 O
14
? 2 39 丑晦皿・田HBa¢㎞
ja3鷹HPOE四
405 o O O
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15 1 4 44 H皿ゴ且MypOM酊瓦 ○ ○
16 1 4 44 PL伍∬MypOMβ皿 o
17 1 4 45 双。6PH瑚HAne血a 400 o o ○
18 1 4 46 x㎝巳HE皿y皿OB四 173
? O ○
19
? 4 47 Xy耳a眺¢Ha 123 ○ O o
20 1 4 48 1（0電PK｝K 270－271O ? ? O
21 1 10 56 皿06P』㎜πA皿¢皿a ・330 O o
22 1 12 59 口05P㎜HA爬皿a 93、 o o ○
23 1 工4 61 H価且M｝POM¢ロH
boπOE6託Pa360茸HHK
459 o o o
24 1 23 75 CB㎜r叩 ○ ○ o
25 1 23 76 Cym制獣ηpeロK嘘
oB。脚aCB㎜aヨ。E困）
53 O ? ?
26 1 23 84 CoxMaH 99 O △ O ○
27 2 27 104H肪∬Mypo鵬耶
bo皿OEe覚一Pa360孟HHK
299－300o ○
28 3 52 171 BaじH面i　Ey㎝aeH四
? O O
29 3 55 174Baロ瑚H量By㎝a。B四 85 ○
? O
30 4 66 193 H価冠M卿M。翼HC。∬。Ee厳
oa360触K
181 o O ○，
31 4 67 196H皿L∬MyPOM賦HCoπOE¢亜
oa360舳K
146
? O
32 4 67 196 ㎞M脚M¢耳HCoπOB¢員
oa360細
173 ○ 6 O
33 4 68 199㎞Myp。M賦HC。π。蛎
oa350孟HHK
370 o o
34 5 80 255㎞MypOM明 62 o
?
表1　ソコロフ集における《cn　a巳y　norOT》
上述のように、この表現を使っている歌い手
は95名中14名である。それぞれの歌の数や、
ているのか｛IOOO行あたりの出現率）をまとめ
ると以下のようになる。
含まれる詩行、c∬aBy　no町をどの程度使っ．
歌い手番号 歌い手氏名 歌の数 ，行数合計 《㎝a日yn。PT》出現率
1 撫y皿重OB，　rPHrOPH煎Aπ¢KCεeE四37 6，750 14 2，074
．2 』。rHH。E，　HaB㎝A6P。。HM。BHq4 987 1 LOl3
4 M月K脚eB，　MaKCHM　CTeπaHOB四　　　　　　　　　　一 5 1221 6 4，914
lo rOJIOBaHOB，　AΦaHaOH消HhKO皿aeB四1 335 1 2，985
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12 AHMKHHa，　HPHHa　A∫leKcceBHa
? 93 1 玉O，753
］4 3axaPOB，　AKHM　CεMeHOEH望3 1，131 1 α884
23 1（OHa皿1　KOB，Φ¢瓜op　AH潤poeB四19 3，350 3 O，896
27 PH6HHH｝｛，　KHPHK　ra日PH”08四2 351 1 2，849
52 rIHMOHOE，1Bac｝！」1H両AH皿peOEHH1 134 1 7，463
55 qyPKHH縞Bap臼apa　HBaHOBHa，1 85 1 IL765
66 IlpoKHH，　THMoΦe量ApxHnoE嗣2 211 1 4，739
67 3yeBa，　A皿eKcaH渇pa　THMoΦeeEHa4 281 2 7，117
68 JlyRI慣H，皿MH叩賊酋HBaHOHH【1 4 840 1 ．1，1go
80 KaJ：HTHH，　AH皿pe駈rPHr「OP』冊H叩1 12呂 1 7，813
表2　ソコロフ集の歌い手別採録状況と《cnaBy　norOT》
　ここではflKymoe，　Ms｛KvameBの使用の多さhS
際立っている。そして、この二名の用例に、意
味を特定しがたいものが多いことは、ギリフェ
ルヂング集で観察された、「多用する歌い手ほ
ど使い方が安定していない」という状況と共通
しているt6。また、1回もしくは2回だけ使用
している歌い手たちを見ると、一例（A．r．
Ka韮㎜，　No255，62）以外はすべて「死の訪
れ」という意味で使っている。
4．オネガ地方における用法のまとめ
　表3では、ソコロフ集の収録作品を、Ln胆ora
2．KH）KM　3．BorViO3epo　4　ParHo3epo　5．1くeHO3epoの
地域ごとに、作品数・行数、。nany　n。K）T
の出現回数をまとめている。
地域番号 地域名 歌の数 行数の合計 ｛くC∫1a日y　nOIOT聾出現率
1 IIyπora 94 16，935 26 1535
2 1（㎜ 71 10，612 1 O，094
3 Bo期03epo25 2，674 2 α7尋8
4 ParHO3epo12 1，574 4 2，541
5 KeHO3epo78 6，775 1 O，148
計 280 38，570 34 o，882
表3　ソコロフ集の地域別採録状況と《enaBy　nonT》
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??
（　03．B五皿て〕3epo
aAom
o3epo
n6BeHe耳
／T。M・Yfi
　　o3，　Bo凪no3e　　　　　　　　O3．　KeHO3epO
　　＼　　P・M°皿a
　　　　o3．PalHO3e　o
　　　　　　　　　　　　　　図1　オネガ地方とロシア北方地域　　　　　　　　『1
購疏めに、ギリフェルヂン蝶における・’データをま函たもの17俵4）も就
地域番号 地域名　　　　　　　　　　．r 歌の数 行数の合計 噸㎝aBy　nOゆ刊｝出現率
1 n。E㈱u，　To皿魂　一 44 b噸91 5 0，516
2 Hy皿ora 28 8，905 15 L684
3 KのKH 97 19，165 21 LO96
4 　　　　　　　　　　1　　　　．ablro3epo 25 3，241 5 1542
5 B。即b3¢po 24 4，130 ?? Oコ26
6　」 1（eHO3epo 85 10，789 0 o
7 Mq皿a 15 1β12 0 o
8 rleT已P極yprOKa耳ry6bPHHH4 一　　2B8 0 0
計昌 58，021 49 O，845
表4　ギリフエルヂング集の地域別採録状況と《㎝a巳y　nOK）T》
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　ソコロフ集全体での出現準は、ギリフェルヂ
ング集とほぼ同じである。地域ごとに見ると、
Parilo3epoが突出して高くなDているが、採録
Ior）fiが少ないため、慎重な考察を要すると思わ
れる。HynoraやKn）Kvaからは多くの歌が採録さ
れているが、前者ではギリフェルヂング集とほ
ぼ同じ頻度で使われているのに対し、KH脳で
はほとんど使われなくなっていることは注目に
値する。
　ここではこれ以上の分析は控えることとする。
cnaey　nOIOTの用法を地城ごとに比較して論じる
ためには、各収集の問で地名に相違点がないか
どうかを検甜する必要がある。具体的には、片
方にあって他方にない地城名はどのように扱う
べきか、境界は共通しているのか、といった問
題を解決してから、この問題を扱いたいと考え
ている。
5．オネカ湖周辺以外の地域における《㎝認y
nelOD）
　「ペチョーラのブィリーナ」第一巻における
用法は分析済みである。第二巻については、電
子化テクストが存在しなかったため分析しなか
った。2005年8月、Φ96において「ペチョー
ラのブイリ　一一ナj第二巻の電子化テクストの公
開が開始されたため分析可能となった。
　第二巻には、U7篇の作品が収められている。
その中で、cnaBaという語1ま4回使用されてい
るが、動詞nerbを伴っているのは、以下の一箇
所のみである。
TyT　Bac肌m皿K¢H旦唖．
T’No．248，　nOE3員KA　BACHJI吼E　ByCJIAEBA　B
IdErv〔㎜，　P．23S，31］）
　ヴァシーり一一・ブスラエヴィチが石を飛び越
すのに失敗した場面に続いて使われており、「死
んだ」という意味に催釈することができる。た
だし、この唯一の例が含まれている作品は、書
物を起源としていることが明らかで、地域的伝
統に属さないISものだとされているので、除い
たほうがよいと思われる。
　第一巻・第二巻を合わせると以下のようにな
る。
一巻 二巻 計
歌の数 164 117 281
行数 23，34414，63652，618
。∬a田ノ。∬呵凪組 3 4 7
c江a耳ymKπ 1 1 2
表5　「ペチョーラのブイり一ナ」1・2巻に
　おける歌の数、詩行の数と《cnaBy　norOT＞＞
　このように、2巻における「死んだ」という
意味での｛｛cnaBy　norop）の用法は問題が大きいた
め除外すると、ペチョーラ地方では、〈｛cnaBy
no】o窃は非常に稀にしか用いられないことがわ
かる。使用は一回のみで、その意味も、　「栄誉
を歌う」のみということになる。
　上述の論文で見たように、　「キルシャ・ダニ
ーロフ集」においても《¢naBy　rroro”）の用例は非
常に少なかった。今までのところ、オネガ地域
以外にくくcnaBy　n。rov｝を多用するところは見出さ
れていない。他の地域の状況については、「ブ
ィリーナ集成」が刊行され、電子化テクストが
作成された後に明らかにすることができるであ
ろう。
6．まとめ
　（〈c∬aBy　norop）という表現が、当初は「栄誉が
歌われるjという意味であったことは疑問の余
地がなく、その意味で使われている例は、ここ
で取り上げたすべての刊本に見ることができる
が、「死が訪れる」という意味でも使われてい
るオネガ地方においては、この表現の使用頻度
が極端に高くなっているところから、この表現
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オネガ地方のブィリーナにおけるcnaBy、Ilo1OTの用法
の意味の変容（広がり）と使用との問には強い
相関関係があるものと考えられる。
　そして、オネガ地方においては、　「死が訪れ
る」という用法は時代と共に広がっているよう
に見える。1870年代に記録されたギリフェルヂ
ング集では、49例のうち13例で、　「栄誉が歌
われる」と解せるか、その痕跡をとどめた使い
方がされており、死に関連がある使用例は、最
大で29例である。1920年代のソコロフ集では、
栄誉に関連するものが34例中7例と少なくなり、
逆に死に関連するものは23例と増加している。
さらにおよそ10年後のプードガ地方では、「栄
誉が歌われる」は14例中1例のみとなって、「死
が訪れる1が完全に優勢になっているのである。
oo％
go％
80％
70％
60％
50％
40％
30％
20％
10％
O％
TH』【bΦep珂HHr COKonOBblx Ilynora
図2　KcnaBy　noKM’》の意味の割合の変化
　さらにもう一つ相関関係が見出されるa
＜＜cnaBy　norov＞を、　「栄誉が歌われる」という意
味で、わずかに使うだけの地域では、。llaBaと
いう語自体の使用頻度も低いのに対し、く｛cnaBy
noroo｝を多用する地域では、単独のcnaBaの使
用頻度も高くなっていることである。その場合、
＜＜c皿By　norop＞の意味にはゆれがあっても、　cnaBa
の意味はほぼ一定していることも興味深い。形
容詞c皿aBHb甫や、類義語gecrb，　XBana等の使用
頻度も調査して比較すると、この現象の意味を
明らかピできるのではないかと考えている。
1｛くc皿aBhl・nown），　＜＜cnalry　neeM）〉などの形でも用いられるが、引用箇所を除いてこの形で表記する。
2本稿は、Japa皿ese　SlaVic　a皿d　East　Europ　ean　StUdies　Vol．26に掲載予定の論文｛cAHa．皿3
Y、、。mp。6＝，且朋・mp・m・HnH・・¢naBy　ll。u・T｝1…6・・JME［aX，　3a［lliCaH田EOC　B　OH…CK。皿・P・ellの日本語訳で
ある。
1繍騨甥學羅器艦1盈碧翻K『鷺難聖翻鞭蜘肺本・シ
ア文学会，2005）
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sOHe）sccKue　6hmm・［bl，3a四〇aHHblo　A，Φ．　rH∬与Φep朋HroM肥oM　1871　ro皿a．　M；JI，：H3n－Bo　AH　CCCP，
1949－1951，T，1－3，
GOH¢駅眺開。6bi澗HH／no痴op　6bl』HH畑1卵．　p印，　TeKCTOB　IO．M、CosonOBa；　fio江r（yf．　TeKcrTvB　K　neqaTH，
叩HMcg．　H　cnODaPb・B，τ｛四叩OBa・－M・1948・
7BbmHHsl　nyAos葺rclcoro　1｛P　a”．　Tocy；叫apc　rBeHHoe　H3AaTβ皿』cTBo正｛，ΦCCP・1工er∫1po3aB　oj匡cE・1941・
H1］lpcBHHe　PoccHticKHe　eTvaxcrrEopeHn”，　co6paHHbie　Kup皿eto　IlaHMnoBbiM．　M．：HayKa．1977．　－2－e
脚。nHellll。e・M3maHMe，（JI”reparyPHb：e　naMSITHHKH）　　　　　　I
gGb：nm・ihi：B2S　ToMax．　f　Po　ccn磁cKaJi　a甲」耳¢M田I　HayK・VaHcrHrTy　r・PYocKoVa』uTepaTYp『1（ny皿IKHH・1］loM）；ToM　1：
EblJIHHbl　rTetlOPLI　TOM　1，2001．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
1・6bI朋Hbll　B　25　T。Max、／PoccmhcKasl　aKaneM”」1　HayK．　MHc　TmyT　pyc。lwfi　nuTeparlypbl（ny皿KHH、」（oM）；ToM　2：
ShMMHbl　r【egOPbl　TOM　2．2001．
11@aofκoπoB　70．1匠3a瓢e賦耳o．ΦoJ正51c皿opHo］厳3Kcnema　1926－1928　rr，　OHe軍cKHe，βbuI耳HLI（1948），
c．3
12No．159，353行目
13水上、P．3
1・4N11165－166、　N14　180－181など
】Sただし、人称代名詞で表されており、二人の人物めどちらな．のかは特定できない。
1日水上、p．6
1〒’?縺Ap．6’より再掲
IB　Eb：」1HHbt：B25　TOMax，　TOM　2，　c．496
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